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8月15日は終戦記念日です。

81年前のこの日、実質的に日本は

戦争を終結しました。

戦争を経験した世代が少なくなる中、

体験の記憶を、

次の世代へとつないでいきたいと思います。

父は終戦当時17歳。茨城県の霞ヶ浦海軍航空隊で訓練を受け、その後、京都府の舞鶴基地で終戦を迎えました。戦争のことはほとんど語らず、「あの時期が数か月遅れたら特攻隊で出撃していたかも」と語ることもありました。亡くなる何年か前に、「舞鶴に行ってくる」と言って母と一緒に出かけました。そこで何を思い合ったのか、今となっては知ることはできません。

母は終戦当時12歳・小学6年生でした。1945年7月6日の甲府空襲の夜、母の実家（旧田富町）から、甲府の街が炎上する状況を見続けていたことを、ぽろっと話したことを記憶しています。戦争中のことはほとんど語りませんでしたが、実兄を亡くし、銃後の兵として飛行場の石拾いをしていました。

義父は戦時中、農業従事のため、山梨から北海道へ行かされました。厳しい寒さの中での生活は、寒さと空腹で大変なものだったと聞いています。戦争の記憶を多く語ることはありませんが、過酷な環境の中で過ごした日々は、忘れられないものとなっているそうです。

義母は、甲府空襲の日、住んでいた山梨市から燃える甲府の街が明るく見え、その光景がとても怖かったそうです。山梨市も空襲対象でしたが雨が降ったため取りやめとなったそうです。その記憶は戦後も消えず、妻が小学校の頃になっても、庭で洗濯物を干している時に上空を飛行機が通ると、怖がって家の中へ入っていたそうです。

― 焦土からの復興、成長、停滞、そして再び立ち上がる日本経済 ―

敗戦・経済の崩壊

工場やインフラが破壊され、生産能力は極度に低下。ハイパーインフレと深刻な物資不足、無通貨・物々交換に近い壊滅的な状態からスタート。

安定成長期と
大国化への道

バブル経済の
絶頂期

オイルショックの混乱を乗り越え、自動車や家電などの輸出産業が強さを発揮。省エネ技術で世界をリード。
名目GDP
約247兆円

株価・地価の急騰（バブル景気）の最盛期。しかし、同年から金融引き締めや総量規制によりバブルが崩壊。世界に占める日本の経済プレゼンスは極めて高いピークに。
名目GDP
約446兆円

バブル崩壊後のデフレと低成長が続き、少子高齢化と人口減少が本格化。2010年代には中国に抜かれ、世界第3位。

長期停滞と
デフレの時代

名目GDP 約540兆円
（実質GDP 約536兆円）

コロナ禍からの経済活動再開や、世界の各地で起こる紛争等による世界的な資源高・円安を背景に、物価上昇が進行。ドイツに抜かれ世界4位。

物価上昇を伴う
名目拡大

名目GDP
約662兆円

（過去最高を更新）

✓ 物価高による家計・企業負担の増大✓ 少子高齢化と人口減少の加速✓ 国際競争力の低下（生産性・DX・人材育成）

✓ 戦争を起こさせない外交・安全保障✓ 国民の命と暮らしを守る強い経済と社会✓ 強い経済と地方の活力✓ 子どもたちが希望を持てる未来への投資
平和を守り、安心して暮らせる日本を

作るために全力で取り組んでいきます。

父母の世代が、戦争と戦後の混乱を経験しその後の世代が８１年かけて現在の社会と経済を築いてきました。
戦争はかけがえのない命と、未来の可能性を奪います。

平和は、暮らしと経済、そして希望の基本です。

名目GDPは過去最高を更新しました。

しかし、生活実感はむしろ厳しくなる

一方で、解決しなければいけない課題

は山積しています。
等

戦争の記憶を次の世代へ

そして平和を守る強い決意へ

これらの課題をしっかりと解決し、「次の世代」へつなげていくことが政治の役割です。
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